
926年



都を開城に定めた

李元昊が建国した。

都を開封においた。



第6代皇帝の神宗が起用した。

司馬光らの一派。

金に対する和平派(秦檜ら)と主戦派(岳飛ら)
が対立した結果







北宋の周敦頤に始まる。



王重陽が開祖



遼の皇族耶律大石が建国した。

ハン位をめぐって、カイドゥとフビライとの長期にわたる争
い(カイドゥの乱)のような相続争いもしばしばおこった。





クビライは高麗を属国とし、高麗を足場に日本に遠征した。

ビルマへの遠征後にパガン朝は
滅亡したが、ベトナム遠征は陳
朝によって撃退された。



「大旅行記」で知られるイブン=バットゥータも元を訪れた。



モスクワ大公国もしだいに
勢力を伸ばした。




